




































































試みである。 Jと書いている。また、 『儲悔録』が冒頭に f私はこ
れまでに先例のない、又今後に模倣者のあるまじき一つの企園を懐
いてゐる。私は我が同胞に、自然の億を丸出しの人間一人を見せた































































































































































































































































































































































きたいj 思いの持ち主である。不思議にも f生きたいと恩ふ心j を
起こさせるのは俗語を聞いた酒場である。和田謹吾氏は「藤村がな










































































































































































































(注 3)長谷川こま子 一九三七年五月号、六月号ー f悲劇の自
停 W婦人公論』
(注 4)伊東一夫一九六九年三月初版 一九八O年六月第 3版
『島崎藤村研究』ー近代文学研究方法の諸問題一一』
明治書院





(注 7) 同注 3。
(注8)同注4。
(注 9) 日本大辞典刊行会編集 一九八五年二月第一版第十刷
『日本国語大辞典』 小学館
(注 10)同注4。
(注 11)本間久雄 一九二O年一月 f日本文学に現はれたる犠
悔物語因果物語J W婦人公論』 第四十九号
(注 12)和田謹吾 一九九三年一O月第一刷 『島崎藤村』 翰
林書房一 七0ページ)
{注 13)正宗白鳥 一九二六年十月号 「文芸時評 w中央公
論』初出。 r藤村全集j別巻に所収。
(注 14)近松秋江 一九二O年一月号 f島崎藤村氏の償悔として
観た『新 J 合評J W婦人公論』
(注 15)江間道助 一九二O年三月号 「島崎藤村氏の『新
生.!IJ W文章世界』初出。 r藤村全集j 別巻に所収。




使用テキスト f藤村全集j 筑摩書房 一九六六年十一月~一九
六八年十一月
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